
百
分
の
一
、
九
八
を
百

大

洲

広

域

市

町

村

画
の
う
ち
、
内
子
運
動
[

大
野
ケ
原
公
民
研
修
セ
ン
[

ク
ー
、
大
洲
運
動
公
圏
、
八
幡
浜
i

観
光
セ
ン
ク
ー
の
四
議
案
事
務
組
~

合

の

設

置

忙

つ

い

て

。

ぃ

仰
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
[

正
に
つ
い
て

0

年
間
課
税
限
咋
五
万
円
を
八
万
[

円
と
改
め
る
。

は

固
そ
の
他
陳
情

中

の

を

何

れ

も

通
り
可
決
し
て
閉
会
し
た
。

l

、

長

行

政

報

告

事

項

．

田
町
道
新
町
線
改
良
舗
装
工
事
は
本
[

年

度

着

工

の

予

定

．

似
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
．

ぁ
ん
ま
施
術
に
対
す
る
町
補
助
は
．

対
象
者
を
六
十
五
歳
以
上
で
一
ケ
．

年
五
回
以
内
l

回

Vc
つ
き
百
円
を
．

補
助
す
る
こ
と
と
し
八
月
一
日
よ
．

り
実
施
す
る
。

二
、
一
般
質
問

中
野
議
員

田
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
利
用
に
よ
る
新
骰

町

道

の

砂

利

敷

匠

る

補

助

に

つ
い
て

山
口
議
員

山
町
債
の
内

分
の
一

・
八

0
に

百
分
の
五
三
。
七
二
を

の
五
五
・
八

0
に

被
保
険
者
均
等
割

l

、
四
一
七

円
を
一
、
七

0
0円
に

世
帯
割
三
、
七
＿

0
円
を
四
、

0
0
0円
に
改
め
る
。

そ
の
他
減
税
額
を
改
め
る
。

③
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
等
に
入
所
し

て
分
ぺ
ん
す
る
場
合
の
町
補
助
金

七
、
五

0
0円
を
九
、

0
0
0円

忙
改
め
る
。

切
昭
和
四

一、

0
0九

二
ー
四
、
四

道
路
改
良
中
津
線六
、

0
0
0
千
円

土
地
改

(1) 
圏八議に
幡つ
案い
て

三
、
四
六
七
千
円

丸
山
線
補
助
金

二
、
四
一
五
千
円

千
円

過

一、

0
八

0
千
円

ピl
 

る。
補
正
の
主
な
る
も
の

低 ゜

一

、

五

0
0千
円

0
-
、
五

0
0
千
円
と
な

ら，＇
れ本

、［

定
例 巧

終
る

肱 ！
｛
 

）
 
町
6

8

0

行

1

2

総編務

1971.8.20 

と
こ
る

な＾
り注示
、、ー'を
そ大し
の、洲ま

事税すの
務務°中
は署 (T.) 

総に 指がと
務つ 当置いとる
課い 事かう間か当当
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l 
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らく栄 しい直゜な課と税導得に
れた部会典 まま 税 り制調・と税つ
てたら落福返 すま 担 ‘が査物調“い四国ロ-Vlヽ
て香れの °で 当 →た ・品査法て税組理計名 係的
下典た上祉し の ‘課く検税人のの合・ ・

名に
‘改

さを奥岡 査。＇税指納の納苓
い社様茂 事を ｀旦喜麿 入・導付指税ぶ 苓め
と会ミ夫業止 収拍代、 場相監管導証な

もら
なれ

二悶；Zへめ 巴当わ--, 讐冒査9詞畠輩仕ま ー

万事~J 喜 9-［口• : ： ： 9 [，，一：・ •―-〗-［01二：、：〗： ： ： ： 
ぬにも （切っ／わ こ付る私 うん通菌とごてせの度揚 0 がとり死〇 こつのく
こキのそてかか菌と着こた食のかしでし存もん通 C げ 0 ちい考もん度細れてがなこ
とズをのすなりががしとち品はらて
°が選た°いにつ多てが

‘て知こ゜り以も度ょのえので〇菌でい細るれ
はが危‘もこもでわまの上の C つもら匠しのはする菌時か

やあびめ
むる早に

よくいいぷあ匠い険加菌れ知しれた温にににととれはま温ふ°も性期ら
ういたの味り苓たで熱をはらよな菌度なすは火°が火い度つ のので秋

とくは にわかでもまいんすさ殺他れうい．に侭りれなを らをまでう の食すぐ
き処材 注けどすにすをで°えすのてかもよなまばら通 で入す三八
は理料 意で 9

八中がち
°おがかい すこ菌い。のっるす揚なし すれ 00 0 

さ食すは
〇毒‘ま

すすか い、いな れととるそがてとがげいた がてそ分度 バ°な
わ品る鮮 るか外 も菌でい ばはらプれあはは‘油か程 こ益の以 C
る花こ底

l原か
こら見 変がみか 安でがドはる‘か中はら度 れけた上か

とさとの と‘か
セ因で

ら食たど 心きいウ化こ加ぎまー
きわ°ょ

でで はばめ煮ら ンのも
が菌ら な物りう とま熱状膿と熱りで八すは

はら手い
ま安→れー トわ多が

大がは いにすか 思せを球菊をしまこ 0.0 ー ち心残ば 0 がかい多
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レントゲン検診の実施について iに の姦 し三い てぐふが
iみ吐まさ安ま回食食い活つ殺
iせいせま静いく塩中た動う菌

な上 の lてたまつとまり水毒いをので庫ど
けの結日結 lくもすた保すかを匠もは温きはを
てれ方核程核 ltどの°ら湿°えのかのじ度る細し
必ばは予紅レ lさは 番に しまかでめのわ南て
な‘防よン l"、と 茶留 てせ＝するとけの気
り年にり卜 l o つ ‘意 胃てて°ここで動を
まーよ実ゲ l て 砂し を吐し とろはきっ
てせ回り施ン i 苓 槙‘ 力かま をにあをけ
くん必‘し検 l い 湯吐 ラせつ よ出り弱る
だ°ず六ま診 i て なき 忙‘た くせまめこ
さ繰受才すを l 医 ど気 し二ら 知ばせまと
いりけ以°次 i 師 をが て i濃 つすんす゜

二
時

と
こ
る

ヽ

禽

＾
 
．

と 一
、
乳
児
健
康
相
談

と

き

七

月

三

十

日

午

前

十

時

ー

ニ

時

公
民
館
健
康
相
談

談

ら
ど
の
よ

5
陀

山
い
ま
ま
で
の

わ
り
に

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

睛吉

~・~，．．コ1, 1 A i 

•,..'‘ 

れ
ーま
し
た去回
°る目
六の
月

十
か任七
つ務 日
たが にの
こよ 執
とく 行
理さ
.....・・・＊，． ．．攀

五内長
地 郡
上甲方十 内
区辺 子浜の
の崎投

票
村町町町状

況
武

る

[
第
七

II “
 

こ
第
四
投
票
区

~
五

I
I

（

大

谷

）

七

四

・

九

一

を

（
中
津
）
八
ニ
・
八
六
〗
た
。

拿
子
林
）
八

0
こ
一
九

（
中
八

0
•
五
七

七
四
こ
一
六

で
は
こ
れ
を

食

検診日

月日
7月27日

7月28日

7月29日

8月10日

0月 5日

1 0月 6日

正山小学校 l1 0月 7日
検診料 無料

（鹿野川地区は実施済み）

←時刻
14;00,..._,15;00 

13:30-15:30 

” 
” 
II 

1 3. • 30~1 5 ; 0 0 
13;30-15:30 

の

知

識

附

さ

れ

ま

し

’

の

た

め

有

効

に

使

用

し

、

ミ

ッ

｀
さ
ん
の
ご
遺
志
陀
報
い
た
い
と
言
っ

金
に
加
え
社
二
て
い
る
。
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〗1つ〗，
; 9 氾—心ヽ
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5日

7日

1 5日

2
 
日

2 2日

2、6日

2 7日

2 9日

3 0日

妊婦健康相談（

教頭会（公民館）

（鹿野川灰ム）

） 

（
 

ィンクーハイ

（ ） 

）
 

ーヽノ

ノヽ

（役場会議室）

（町内各旅館）

） 

例

年

、

八

月

に

な

る

と

、

子

ど

⑰

正

し

い

花

火

の

遊

び

方

を

す

る

も
の
花
火
遊
び
に
よ
る
事
故
が
目
立
っ
[
事
故
の
起
こ
つ
た
原
因
で
ヽ
叢
多

て
き
ま
す
。
昨
年
夏
（
七
l

八
月
）
に
~
い
の
が
取
扱
い
上
の
不
注
意
で
す
。

全
国
で
起
こ
っ
た
花
火
に
よ
る
事
故
は
[
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
「
使
用
方
法
」
’

五
十
件
を
数
え
て
お
り
、
死
者
五
人
‘
[
を
よ
く
読
み
、
正
し
い
花
火
の
遊
び
．
，

負
傷
者
三
十
四
人
が
出
て
い
ま
す
が
‘
[
方
を
す
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
花
「

死
者
五
人
の
う
ら
三
人
ま
で
は
六
歳
以
．
使
用
方
法
」
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

下

の

幼

児

と

な

っ

て

い

ま

す

。

．

花

火

陀

つ

い

て

は

、

花

火

店

で

使

い

9,

そ
こ
で
、
花
火
遊
び
で
子
ど
も
の
事
[
方
を
ょ

v確
か
め
る
よ

9
に
す
る
こ
[

故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
次
の
点
忙
注
[
と
o

[

意

し

て

く

だ

さ

い

°

[

③

遊

ぶ

場

所

を

選

定

す

る

山
花
火
の
な
か
で
も
、
と
く
に
事
故
の
~
打
ち
上
げ
花
火
の
残
り
火
が
、
か
や
｀

多
い
の
は
、
打
ち
上
げ
る
こ
と
を
主
ぷ
き
の
屋
根
に
落
ち
、
燃
え
あ
が
っ

と

す

る

冷

の

（

パ

ラ

シ

ュ

ー

ト

や

乱

．

て

火

災

と

な

っ

て

い

ま

す

。

・

玉
な
ど
）
と
飛
ぷ
こ
と
を
主
と
す
る
．
そ
こ
で
次
の
点
花
注
意
す
る
こ
と
。

も

の

（

笛

ロ

ケ

ッ

ト

や

人

工

衛

星

な

①

人

家

に

向

け

て

発

射

し

な

い

｀

・
②
燃
え
や
す
い
も
の
の
そ
ば
で
遊
ば
．

ど
）
で
す
。

し

か

し

、

最

近

は

輸

入

品

も

ふ

え

、

[

な

い

[

な

か

に

は

不

良

製

品

と

認

め

ら

れ

る

[

R

風

の

あ

る

と

き

は

遊

ば

な

い

[

も
の
や
予
想
以
上
に
飛
ん
だ
り
走
行
④
残
り
火
の
あ
と
始
末
を
確
実
に
す

し
た
り
す
る
危
険
な
も
の
も
多
い
の
[
る
た
め
‘
消
火
用
の
水
バ
ケ
ツ
を
.

で

す

°

[

用

意

し

て

苓

＜

．

こ

う

し

た

花

火

で

遊

ぷ

と

き

は

、

苓

[

山

子

ど

も

匠

向

ぃ

た

花

火

を

●

と

な

が

必

ず

合

う

よ

う

に

す

る

[

花

火

vc
は
‘
幼
児
向
け
ヽ
小
学
生
向
[

こ
と
。
．
け
、
澁
と
な
向
け
な
ど
匹
分
か
れ
て
~

花
火
遊
び
に
よ
る
事
故
を
な
く
そ
う

は
は
、
常
に
係
留
し
て

お
く
こ
と
。

＾ っ．拿•............

最

近

、

理

さ

れ

て

い

な

い

犬

）

や

、

い

の

犬

に

よ

り

、

[

：
人
が
咬
ま
れ
た
り
、
家
き
ん
が
や
ら
れ
．

：
た
り
、
ゴ
ミ
箱
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
な
・

＇

ど

、

人

畜

等

の

が

各

地

で

っ

，

~
て
い
ま
す
。

さヽ

の
締

に

力‘

」こ古事。
1

/

¥

t

 

/
 
ぅ

已きロ

成
犬
（
九

0
日
以
上
）

仔
犬

肱川 課
ー
ー

二
0
0
円

-
0
0
円

(

l

頭
当
た
り
）

い
る
の
で
、
買
う
と
き
花
は
よ
く
確
二
、
咬
く
せ
の
あ
る
飼
犬
に
は
、
口
輪
~

か
め
て
、
い
ち
ば
ん
適
し
た
花
火
を
~
を
か
け
る
こ
と
。

選

ぷ

よ

う

に

し

ま

す

。

．

三

、

飼

い

犬

が

不

用

に

な

っ

た

と

き

は

、

[

．
ま
た
、
花
火
の
う
ち
、
紙
火
薬
と
い
[
役
場
へ
届
け
出
て
ヽ
指
示
に
従
う
こ
[

：
わ
れ
る
乎
玉
、
巻
玉
な
ど
大
き
な
音
~
と
。
．

を
出
す
花
火
を
ぽ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
．
四
、
飼
い
犬
を
連
れ
出
す
と
き
は
、
綱
[

や
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
．
又
は
鎖
を
つ
け
て
保
持
す
る
こ
と
。
~

歩
く
こ
と
は
、
さ
わ
め
て
危
険
な
の
五
、
そ
の
他
県
及
び
町
条
例
の
規
定
を
．

て
、
絶
対
忙
や
め
る
よ
う
に
す
る
こ
[
ょ

V
守
り
‘
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
・

と
。
•
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
[
~
不
用
犬
等
に
つ
い
て

野
犬
を
抽
え
た
ら
、
直
ぐ
役
場
ま
で

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

[
鮎
い
犬
か
不
用
匠
な
っ
た
と
き
は
、

[
毎
月
第
二
月
曜
日
ま
で
花
ま
で
連
‘

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

野
犬
、
又
は
不
用

方
に
は
、
次
の
と
苓

い
ま
す
。

長 さ

4.0 m 

l 
2m  

7 cm下

8 上

1 2 II 

1 6”. 

3 0 11 

すぎ

6 2 

5 4 

5 6 

5 6 

6 8 

昭和46年 7月8日市

匹了□三「万―□他
6 2 ， 松バルプ材

L 5 m~  2. 1 1Jl 

口6cm上

2 5円00銭

5 5 

1 0 1 

9 0 

1 2 1 

3 6 

5 0 

3.0加

l 
3と 2m

7
 
8
 

下

上
1 3 II 

6 IJ, 

4

5

6

5

 

5

6

6

 

--"ど~
加

m

o

l

1

 

,

.

 

2

2

 

7

8

 

下

上

1 6 II 

2 0 

1 6 

28 

54 

4 2 

1 0 0 

9 9 

20 

1 4 

3 2 

3 0 11 

1. om I 1 2上

6. o m1  3上 8l ! 1 6 

6加以上足場 1叫Cつき51~84円

本表は肱川町内の自

故に

40 
← 

1 2 

4 3 

1 3 2 

2 5 

3 2 

.1 m 

虚上

5 0銭

2.1 m 

末口 14噂上

3 0円～ 35円

．

．

．

 

1

2

3

 

4
 

価 格

日

点

値

7

0

 

月

8

記

7

8

高

平

しし、たけ

りでしたのでお知らせします。

値

1 9. 2 0 0 

4;2 7 0円

2, 8 3 2円

I. 1 6 0円

概況

梅雨明けと共に御中元シーズンを迎え消費の時期匠人った事から商況は

やや活況を呈し前回市より 12 0円高の相場となった。品柄は前回『C<

らぺこうしん，どんことぷに良かった

'....1...日ぃ 3,5じ0......,4, 2 0 0円並香信2,8 0 0......, 3,4 0 0 

円上どんと 3,0 0 0,_, 3, 5 0 0円並どんこ 2,5 0 0~2. 9 0 0円

小粒どんこ 1.8 0 0---.. 2, 4 0 0円 小葉，ジャミ 1,6 0 0,_ 2, 0 0 0円

中肉系2.5 0 0 ~ 2, 8 0 0円

次回は7月17日と 7月27日です。
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芯4乙， 7，>ク

~
月
・
八
月
は
一
一
カ
メ
イ
虫
、
ウ
ン

夏
‘
ヽ
．
ヨ
コ
バ
ィ
類
の
同
時
防
除
が
行
な

：
わ
れ
ま
す
が
、
防
除
に
当
っ
て
は
人
畜

：
ま
た
は
蚕
児
に
危
害
の
な
い
よ
う
充
分

こ
注
意
し
て
散
布
し
て
下
さ
い
。

っ
て

~
特
に
桑
園
付
近
の
水
田
で
の
粉
剤
散

く

使

い

ま

し

ょ

う

布

は

、

蚕

児

に

危

害

を

生

じ

る

お

そ

れ

麟

一

、

八

0
0円
と
内
定
し
て
い
ま
す
。
が
あ
り
ま
す
の
で
、
粒
剤
を
散
布
し
て

声
る
く
て
持
ち
運
び
が
簡
単
で
あ
り
、
＇
く
だ
さ
い
。

嘉
質
は
優
良
で
衛
生
的
で
す
。
万
能
漬

i
毘
最
適
で
あ
り
誰
に
て
も
お
い
し
く
｀

0

．

漬

け

ら

れ

い

や

な

一

ー

ガ

リ

を

取

り

除

き

｀

渭

栽

培

に

つ

い

て

ー

1

闘

□□
鰐

‘
 

•• 

嘉
協
の
美
し
い
色
と
味
が
変
ら
な
い
よ
．

〔
◎
第
三
年
ロ

.
9
工
夫
さ
れ
て
い
ま
ず
°
'
毎
日
の
食
卓
．
◎
幼
木
園
の
管
理

定
植
後
の
苗
は
敷
ワ
ラ
、
病
害
虫
の
~
に
行
な
う
。

に
是
非
使
っ
て
見
て
下
さ
い
。
長

る
農
産
物
を
安
定
供
給
す
る
た
め
に
冷
~
防
除
、
冬
の
防
風
ガ
キ
等
、
充
分
な
保
[

病
虫
害
防
除
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

．

．

 

設
が
必
要
で
あ
る
。
は
じ
め
の
一
年
の
[

・
管
理
が
成
園
に
な
る
年
数
を
短
か
く
も
i

い
作
業
で
す
。
作
業
中
は
を
ち
ん
と
し
~
幸
太
り
痣
い
圭
口
虫

た

作

業

衣

を

着

け

、

必

ず

防

毒

マ

ス

ク

・

長

く

忠

す

る

か

ら

で

あ

る

。

＂

を

着

用

し

、

手

や

顔

に

は

保

股

ク

リ

ー

防

除

に

つ

い

て

雑

草

防

除

、

あ

る

い

は

土

壌

保

全

と

し

．し
、
あ
る
い
~

や
ミ
ヤ
マ
カ
ミ
ニ
て
株
元
に
敷
草
を
充
分
に

ム
、
カ
ネ
ク
ク
ン

F
の
使
用
も
合
せ
て
[
シ
ロ
ス
ジ
ヵ
ミ
キ
リ

い。

9

下

さ

い

。

用

心

の

ま

せ

，

キ

リ

な

ど

の

天

牛

が

七

l
八
月
に
か
け
｀
は
全
面
に
敷
草
を
す
る
こ
と
が
よ
[
,‘‘. 

ノ

ロー'’

い
。
~
て
樹
幹
樹
皮
内
に
産
卵
し
幼
虫
が
食
入
五
仰
料
が
得
に
く
い
場
合
は
、
ク

ん
。
呉
々
も
気
を

．
す
る
。
~
ル
ー
ピ
ン

f

大
豆
等
の
草
生
や
落
花
生
[

ス
ミ
チ
オ
：
な
ど
の
草
た
け
の
低
い
心
の
を
聞
作
ナ
・
~

-
時
々
園
内
を
見

組
立
式
ニ

3

0

.

 

な

り

シ

乳

剤

で

防

除

し

＞

．．
 
＂る。
◎

仕

立

方

法

・

'
[
茶
の
仕
立
は
管
理
の
う
ち
重
要
な
こ
i

‘
 

[

栗

の

＂

＂

と

が

ら

で

摘

採

面

の

構

成

は

翌

棗
と
が
多
い
。

l
二
年
肋
は
徒
長
士

i

梅
雨
g

せ
ん
定
を
行
な
い
、

ぷ
ッ
直
射
{

,i

は
か
る
。

床
質
部
i

；
と
る
え
っ

五
ど
に
A

；
し
よ
う
。

全

虫

防

除

に

いて

第
一
第

4
 
目 fヽ

..、

第 5年目

摘

ヽ9,... 
そ~

ヽ

” 

＂
し
上
げ
ま
す
。

[
農
協
共
済
推
進
は
毎
年

；
ジ
ま
す
が
、
昨
年
は
皆
様
の
こ
理
解
と

)
と
協
力
に
よ
り
目
標
達
成
が
出
来
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
は
肱
川
農
協
目
標
五
．

饂
円
を
か
か
け
推
進
計
画
を
立
て
て
お

り
り
ま
す
。

~
第
六
年
目
以
降
は
毎
年
五
i

六
セ
ン
~
経
済
の
発
展
と
共
に
現
在
で
は
あ
ら

[

i

尚
く
す
る
程
度
に
摘
採
ま
た
は
整
技
：
ゆ
る
大
き
な
畢
故
等
が
相
継
ぎ
、
幸
せ

し
、
分
技
数
の
増
加
を
は
か
り
、
株
張
こ
だ
っ
た
家
庭
が
一
変
に
し
て
不
幸
の
ど

の
よ
う
，
り
を
よ
く
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
樹
；
生
ぞ
こ
に
お
ち
る
と
い
う
暗
い
ニ
ュ
ー

扇
の
榔
準
は
、9
ね
巾
一
、
•
五
メ
ー
ト
＾
ス
が
テ
レ
ピ
、
新
開
等
を
毎
日
の
よ
う

•• 

＂
ル
の
と
き
、
株
張
り
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
こ
に
賑
わ
し
て
士
り
ま
す
。
．
と
く
に
交
通

〖
の
弧
状09
ね
巾

l
•
八
メ
ー
ト
ル
の
事
故
は
都
会
か
ら
農
村
へ
と
移
行
し
て

、
：
と
き
株
張
り

l
•
五
メ
ー
十
ル
の
弧
状
・
参
り
ま
し
た
。
万
二
←
そ
な
え
二
倍
、

，
と
な
る
。
な
お
う
ね
閏
は
三

0
セ
ン
チ

]
-
l
倍
型
保
障
を
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す

あ

け

る

こ

と

に

な

る

。

ぃ

尚

、

当

農

協

第

一

次

推

進

は

八

月

一

i

樹
高
は
六

0
セ
ン
チ
か
ら
九

0
セ
ン

□1
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
各
家
庭
へ
お

こ
チ
の
間
と
し
、
衝
高

j
L
O
セ
ン
チ
以
上
勧
め
に
参
り
ま
す
か
ら
何
卒
よ
る
し
く

に
な
っ
た
ら
せ
ん
定
を
行
な
う
。
＇
三
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上

五
り
ま
す
u

.

）
ぃ
只
今
、
茶
苗
申
込
を
受
付
中
~

。
~
で
す
。
・
農
協
で
。
：
’
ぃ

るす．，k
 .•• 

,
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8

月
3
日
（
火
）
宇
和
川
北
部
[
'
ー
ー
膚
ー
」
ー
．
，
．
ヽ
‘

cm 。
"

“

5

日
（
木
）
大
谷

，
 

～

↑

 

〇

~
B
”
7

日
（
土
）
谷
口
，
、
い
.
.
8

月
6

日
や
大
谷
・

”
,
1
0
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪

'
9
9
.
”
1
3
日

小

藪

・

谷

口

6
 

，
~
員

”
1
2日
（
木
）
宇
和
川
南
部
ふ
ぐ
．
“
加
日
宇
和
川

r

”

1

7

日
（
火
）
宇
和
川
北
部
，
へ
"t".i.”

：
予

”
1
9
日
（
木
）
大
谷
t
¥
,ハ

i
'
‘
.

＼

二

月

が

21
日
（
土
）
谷
口

・
[

r

隼
{

“

2

4

日

（

火

）

月

野

皐

小

藪

.

2

6

九
（
木
）
宇
和
川
南
部

31
日
（
火
）
宇
和
川
北
部

（
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技
＿
形
一
水
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っ
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<•
~
た
、

~
さ

4

；
り
ま
し

直
合
員
の
皆
様
に
は
農
協
皐
業
に
対
し

；
ま
し
て
深
い
ご
理
解
を
頭
き
、
大
き
く
（
お

の
生
活
設
計
に
マ
ブ
チ
し

の
大
型
保
障

I

I

¥

農
協
共
済
の
推
進
時
期
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あ
ち
ら
の
く
ら
＇
し

二

十

世

紀

の

い
で
す
。
住
ん
で
い
る
人
た
ち
も
体
つ
き
．
勤
勉
で
頭
が
い
い
う
え
、
白
人
と
現
地
ぎ
っ
て
い
る
の
で
、
動
き
が
と
れ
ま
せ
持
っ
た
り
、
金
も

9
け
を
し
た

P
な
ど

直
、
背
た
け
と
も
日
本
人
そ
っ
く
見
入
と
の
間
に
た
0

て
こ
ま
め
に
働
き
、
：
ん
。
そ
の
う
え
、
こ
の
サ
イ
フ
に
は
国
丘
↑
し
ま
せ
ん
。
僧
が
受
け
取
っ
て
い
い

．
主
食
は
米
で
、
魚
も
肉
も
食
べ
ま
す
°
[
団
結
し
た
の
で
、
実
業
界
で
は
現
地
人
ニ
際
的
に
通
用
す
る
お
金
が
は
い
っ
て
い
二
の
は
、
食
ぺ
物
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
衣
だ

：
も
っ
と
も
イ
ネ
の
品
種
は
イ
ン
ド
種
な
ご
竺
足
も
と
匠
忠
ょ
せ
つ
け
な
い
ほ
ど
、

i

る
の
で
f

ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
o
:

け
。
日
本
の
坊
さ
ん
の
よ
う
に
き
ら
び

；
の
で
、
日
本
租
の
よ

9
に
ベ
ト
つ
か
ず
己
実
力
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
一
ク
イ
の
道
路
は
広
い
の
で
す
か
、
こ
A

や
か
な
け
さ
は
つ
け
ず
、
な
ん
の
飾
り

｝
サ
ラ
ッ
と
し
た
感
じ
の
と
は
ん
で
す
。
．
“
血
統
主
躾
”
を
と
る
と
約
六
百
万
人
ご
J

も
車
ラ
ッ
シ
ュ
が
は
げ
し
く
、
安
ク
：
も
な
い
粗
末
な
も
め
ん
の
衣
だ
け
で
す
。

；
お
と
な
は
酒
も
飲
め
ま
す
。
日
本
と
違
｀
い
ま
す
。
心
？
と
心
こ
の
数
字
は
、
；
ク
シ
ー
の
三
輪
車
が
、
こ
ね
ず
み
の
よ
[
僧
院
に
こ
急
つ
て
朝
の
動
行
を
っ
と

」
っ
て
い
る
点
は
、
面
積
が
日
本
の
四
倍
中
国
と
台
湾
政
府
が
教
え
た
も
の
て
す
．
う
に
動
き
ま
わ
ク
、
交
通
事
故
は
絶
え
」
め
た
後
、
午
後
六
時
ご
る
か
ら
町
柘
た

辺
く
あ
る
の
に
、
人
口
は
日
本
ょ
り
三
が
、
現
地
の
政
府
が
採
用
し
て
い
る
”
；
ま
せ
ん
。
道
路
交
通
法
は
ほ
と
ん
ど
守
ン
く
は
つ
に
出
ま
す
。
市
民
は
町
角
で
待

紀
元
前
三
百
年
ご
る
か
ら
、
東
洋
（
ぶ
道
路
づ
く
り
に
乗
り
出
し
た
の
で
す
。
い
。
％
も
少
な
く
、
国
民
所
得
も
平
均
す
出
生
地
主
義
”
を
と
れ
は
、
中
国
人
は
ら
れ
て
い
な
い
う
え
、
こ
の
函
に
は
車
・
っ
て
食
物
を
贈
り
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
感

中
匡
）
と
西
洋
を
結
ぷ
道
路
が
作
ら
れ
お
も
な
ル
ー
ト
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
起
；
る
と
十
分
の
一
以
下
。
と
い
っ
て
患
、
．
低
ん
の
わ
ず
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
体
検
査
と
い
う
制
度
が
な
い
の
で
、
プ
謝
し
ま
す
。

て
い
た
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
ね
。
中
国
；
点
と
す
る

A
1
ル

ー

ト

と

、

パ

リ

島

を

；

四

国

に

二

け

た

の

人

数

く

ら

い

い

る

王

す

。

：

レ

ー

キ

の

き

か

な

い

車

や

、

片

目

の

ラ

i

形
式
的
な
日
本
の
仏
教
と
違
っ
て
、

．
イ
ト
し
か
つ
か
な
い
ト
ラ
ッ
ク
が
、
猛
ー
ク
イ
の
仏
教
は
生
き
た
宗
教
と
い
え
そ

か
ら
特
産
品
の
絹
を
運
ひ
、
西
洋
か
ら

:m発
す
る

A

2
ル
ー
ト
で
、
全
長
五
万
]
庇
地
主
実
業
家
の
財
産
や
所
得
は
と
て
．

ス
ピ
ー
ド
で
飛
ば
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
う
で
す
。
市
民
の
家
庭
は
チ
ー
ク
材
を

・

王

様

も

た

く

は

つ

に

[

は
プ
ド
ウ
、
ガ
ラ
ス
、
毛
織
物
な
ど
が
五
千
キ
ロ
。
戦
火
の
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
：
も
日
本
人
の
金
持
ち
の
比
で
は
な
く
、
~

ク
グ
の
背
に
揺
ら
れ
な
か
ら
交
易
さ
・
ス
や
山
岳
地
の
ネ
パ
ー
ル
、
ビ
ル
マ
を
こ
{
J

の

財

産

の

差

は

三

け

た

や

四

け

た

の

と

に

、

軍

隊

が

経

営

し

て

い

る

大

型

．

ハ

ス

扁

だ

っ

た

高

床

式

の

家

が

多

く

、

地

位

の

歪
市
民
の
足
な
の
で
、
連
転
は
と
て
も
盃
向
い
家
庭
で
は
電
灯
忠
あ
り
ま
す
が
、

れ
た
道
で
す
。
こ
の
道
は
品
物
ば
か
り
．
除
い
て
、
低
と
ん
ど
完
成
し
ま
し
た
。

J
宅

と

こ

る

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

．

で
た
く
、
宗
教
（
仏
教
）
や
文
化
を
心
「
日
本
は
ア
ジ
ア
の
中
に
あ
る
の
に
、
~
国
民
の
九0
伶
近
く
が
農
民
で
、
つ
~
「
そ
ん
な
忙
貧
富
の
差
が
大
き
け
れ
｀
乱
暴
で
す
。
市
内
か
ら
離
れ
る
と
、
電
気
も
水
道
心

遥
ひ
、
屎
西
文
明
発
展
に
大
き
な
功
績
ア
ジ
ア
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
」
と
．
ま
り
金
持
ち
と
農
民
と
の
所
待
の
差
が
は
流
血
革
命
が
起
こ
る
は
ず
」
と
思

9
．
し
か
し
、
こ
ん
な
雑
踏
の
市
街
地
で
；
8
り
ま
せ
ん
。
水
は
川
の
水
、
照
明
は

を
残
し
ま
し
た
。
よ
く
欧
米
の
人
達
は
い
い
ま
す
か
、
ア
ニ
，
大
き
い
の
で
す
。
ク
イ
以
外
は
、
フ
ラ
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
る
が
い
き
；
叉
心
を
安
ら
か
に
し
て
く
れ
る
忠
の
五
ナ
ク
ネ
の
油
で
す
。

こ
の

J
V
I卜
は
絹
を
運
ん
だ
の
で
シ
ジ
ア
ハ
イ
ウ
ェ
ー
完
成
を
機
会
に
、
こ
~
ン
ス
が
長
い
間
植
民
地
と
し
て
統
轄
、
立
（
二
て
”
血
の
雨
”
を
ふ
ら
せ
な
い
よ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
寺
院
最
大
の
大
衆
娯
楽
は
映
画
で
、
映
画

ル
ク
ロ
ー
ド
と
呼
は
礼
船
が
発
達
す
・
の
道
路
沿
い
に
あ
る
国
々
を
ふ
り
返
っ
．
地
元
の
王
族
な
ど
％
有
力
者
を
使
っ
て
う
に
し
て
い
る
の
が
、
宗
教
な
の
で
す
。
．
で
す
。
身
の
た
け
四
十
九
メ
ー
ト
ル
も
5

館
は
ど
こ
に
い
っ
て
も
満
員
、
上
映
前

る
ま
で
二
千
年
近
く
忠
使
わ
れ
て
送
ま
て
み
ま
し
ょ

9
0

二
軍
沿
う
け
を
し
て
い
哀
し
た
。
第
二
次
南
ベ
ト
ナ
ム
は
、
日
本
と
同
じ
大
乗
．
あ
る
ね
は
ん
像
が
あ
る
ワ
ッ
ト
ポ
ー
（
と
に
国
歌
が
流
さ
れ
、
ス
ラ
イ
ド
で
国
王

し
た
。
こ
の
国
々
を
よ
く
調
ぺ
ま
す
と
、
ど
五
芸
介
大
戦
後
独
立
は
し
ま
し
た
が
冤
王
・
仏
教
、
ク
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
｀
ワ
ッ
ト
は
寺
）
を
は
じ
め
、
ワ
ッ
ト
・
・
夫
衰
の
姿
が
う
つ
し
出
さ
れ
ま
す
。

陽

C
中
国
）
を
出
発
し
た
キ
ャ
ラ
．
の
国
恋
宗
教
、
政
治
、
生
活
炉
密
族
匠
．
族
や
有
力
者
は
、
“
忠
と
の
主
人
”
フ
．
は
小
乗
仏
教
で
す
。
温
和
な
国
民
性
の
乙
プ
ラ
ケ
ー
オ
、
ワ
ッ
ト
＇
ア
ル
ン
な
ど
~
テ
レ
ピ
は
あ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が

パ
ン
が
、
最
終
地
点
の
シ
リ
ア
海
岸
匠
・
な
っ
て
い
る
と
こ
る
で
す
。
ニ
フ
ン
ス
の
利
権
を
そ
っ
く
り
引
き
つ
い
ら
:
え
に
、
争
い
こ
と
を
好
ま
ず
、
目
上
二
有
名
な
寺
院
だ
け
で
も
百
を
越
す
と
い
五
日
本
の
よ
う
に
普
及
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

着
く
の
に
｀
八
カ
月

i
-
年
・
心
か
か
っ
日
本
の
大
昔
の
政
治
の
か
た
ち
の
中
ニ
で
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
冷
こ
の
画
々
こ
だ
も
の
に
服
従
、
尊
敬
す
る
と
い
う
仏
い
ま
す
。
；
ど
ん
な
小
さ
な
家
に
て
忍
、
庭
か
か
ど

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
の
速
く
な
」
に
、
祭
政
一
致
と
い

9
の
が
あ
り
ま
し
；
の
貧
富
の
差
は
、
イ
ン
ド
や
イ
ラ
ン
、
五
似
の
教
え
か
内
国
民
精
神
の
中
核
に
な
ぃ
寺
院
は
い
つ
も
祈
顧
す
る
市
民
で
い

]
1
に
寺
院
の
模
型
が
あ
り
、
畑
仕
事
に

る
よ
う
な
話
で
す
ね
°
船
や
航
空
機
が
こ
た
ね
。
あ
れ
と
同
じ
か
、
祭
（
宗
教
）
丁

2
フ
ク
ほ
ど
ひ
ど
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
~
っ
ば
い
で
す
。
小
さ
い
金
ば
く
を
仏
像
盃

3
か
け
る
時
、
臓
場
に
出
勤
す
る
時
、

利
用
さ
れ
始
め
ま
す
と
、
こ
の
“
栄
光
の
ほ
う
が
政
治
よ

b

大
送
な
ウ
エ
ー
ト

i
気
候
は
四
季
が
な
く
、
季
節
風
の
影
•
そ
の
一
つ
の
国
ク
イ
を
例
に
と
っ
て
に
は
り
つ
け
、
花
輪
を
あ
げ
ひ
ざ
ま
ず
帰
宅
し
た
時
は
、
必
ず
感
謝
の
祈
り
を

あ
る
道
ク
は
、
「
時
間
の
不
経
済
だ
」
を
占
め
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
く
だ
[
詈
で
ヽ
雨
勘
と
乾
期
に
分
か
れ
て
阜
乍

v
:
6る
と
、
主
都
パ
ン

n
ク
は
束
京
に
つ
・
い
て
静
か
に
祈
る
o
f右
い
人
怠
老
人
も

O
Aさ
己
げ
ま
す
o

と
放
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
:
さ
い
。
宗
教
が
生
活
に
す
っ
か
り
溶
け
附
期
の
前
盆
四
月
！
六
月
）
は
幽
十
度

A

ヽ
大
都
市
。
目
ぬ
き
通
b
に
は
、
近
代
＂
こ
の
国
で
は
仏
教
が
国
数
と
決
め
ら
れ
、
~
タ
イ
ば
か
り
で
な
く
、
，
カ
ン
ボ
ジ
ア

と
こ
る
が
航
空
機
で
は
大
量
輸
送
は
こ
J

ん
だ
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
近
く
に
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
．
ピ
ル
が
建
も
並
ん
で
い
さ
す
が
、
銀
行
男
性
は
三
カ
月
か
ら
半
年
仏
門
に
は
い
:
も
ラ
オ
ス
も
、
日
本
條
ど
西
洋
文
明
と

で
き
な
い
し
、
海
紀
面
し
て
い
な
い
国
[
{
示
教
、
民
族
、
地
理
的
な
条
件
を
考
~
ま
た
、
同
じ
人
種
だ
け
て
つ
く
っ
て
ご
プ
バ
ー
ト
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
レ
ス
ト
ニ
っ
て
修
行
し
な
け
れ
は
、
一
人
前
の
男
二
富
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
仏
を
信
じ

心
あ
る
の
て
船
の
恩
喜
浴
さ
な
い
べ
こ
の
国
を
四
つ
に
分
け
、
今
号
は
／
い
る
国
は
、
ひ
と
つ
心
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
フ
ン
、
商
店
な
ど
の
経
営
者
は
み
ん
互
子
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
・
政
府
凹
戒
律
を
守
り
、
僧
を
供
養
し
て
い
く
生

と
い
う
苦
情
か
、
各
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
仏
教
圏
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た
と
え
は
、
カ
ン
ポ
ジ
ア
の
固
民
は
ク
中
国
人
で
す
。
そ
の
人
た
も
の
子
ど
忠
僚
は
も
と
よ
り
、
王
様
＄
た
く
は
つ
を
き
が
い
を
侮
日
持
ち
つ
づ
け
て
い
る
人
、
一

.

；

メ

ー

ル

（

カ

ン

ポ

ジ

ア

）

人

、

ペ

ト

ナ

▽

は

学

校

で

は

久

／

イ

語

と

英

語

で

授

業

を

」

行

な

っ

た

と

い

う

徹

底

ぷ

り

で

す

。

地

こ

な

ち

で

す

。

C

9

ま
し
た
。
．
，

そ

こ

で

、

国

際

連

合

の

ア

ジ

ア

極

東

[

[

ム

人

、

中

函

人

、

ョ

ー

ロ

ッ

パ

人

、

山

{
k
け
、
家
に
帰
れ
は
中
国
語
で
話
し
ま
ご
力
忙
い
け
ば
学
校
は
少
な
く
な
り
ま
す
[
貧
し
ぃ
が
、
乎
和
で
そ
殴

vな
生
活

経
済
委
員
会
で
は
、
最
近
の
自
動
車
性
二
国
民
の
九

0
％
が
農
民
嘉
部
族
と
い
う
楷
成
で
す
。
こ
の
固
に
す
。
知
ら
ぬ
間
戻
一
ー
ー
カ
固
は
で
送
る
，
か
、
寺
院
は
ど
こ
に
で
忠
あ
り
、
寺
ピ
見
見
方
匠
入
っ
て
は
、
ほ
ん
と
う
の

，
付
属
し
た
寺
小
屋
が
教
育
の
場
忙
も
な
．
人
間
の
生
造
方
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
‘

能

の

発

達

か

ら

ビ

ン

ト

を

得

て

、

「

“

"

五

共

通

す

る

こ

と

は

、

経

済

の

低

と

ん

ど

＂

よ

う

に

な

り

f
ら
す
。

1

ぞ

J

二
十
世
紀
の
シ
ル
ク
門
し
卜
”
ア
ジ
ア

i

南
、
北
ペ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ぞ
カ
ン
が
中
国
人
の
手
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
~
こ
れ
ら
の
企
業
、
商
店
で
働
く
の
は
：
り
ま
す
。
子
ど
も
の
時
か
ら
仏
の
道
を
~
っ
ち
ゃ
。
し
ょ
う

ぅ
ー
ウ
ェ
ー
を
作
る
‘
う
。
そ
し
て
各
国
:
ホ
ジ
ア
内
ク
イ
。
カ
ボ
チ
芍
{
•
キ
セ
ル
：
s
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
国
人
の
進
；
み
ん
な
ク
イ
人
で
す
。
ク
4

人
に
門
戸

1
説
か
れ
、
教
育
を
受
け
る
の
で
ナ
か
ら

i
1
1

毎
日
新
開
社
会
部

の
経
済
、
文
化
、
社
会
の
交
流
を
函
P
]
の
ラ
オ
、
山
田
長
政
な
ど
知
っ
て
い
主
玉
出
は
約
千
六
百
年
前
か
ら
み
ら
れ
、
二
て
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
の
旦
役
人
と
軍
•
生
活
忙
宗
教
が
忙
じ
ま
ぬ
は
ず
は
あ
り

i

国
民
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
よ
う
に
」
と
入
す
か
。
い
ず
れ
心
こ
の
国
と
関
係
が
あ
・
百
年
前
か
ら
は
、
大
蓋
に
移
民
し
て
き
~
人
だ
け
で
す
。
役
人
や
軍
人
が
い
く
ら
「
ま
せ
ん
。
本
織
の
坊
さ
ん
は
日
本
の
よ

i

ア
ジ
ア
十
四
カ
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
：
り
、
昔
か
ら
日
本
と
た
じ
み
の
深
い
国
；

t

し
た
。
秩
地
人
忙
比
べ
、
中
国
人
は
．
い
ば
っ
て
も
、
サ
イ
フ
は
中
国
人
か
に
：
う
に
、
頭
を
の
ば
し
た
り
、
奥
さ
~
ヽ

ア
‘° ン

ア

ノ‘

シ
イ

ウ
）・レ

工

ロ

ー

ド

の


